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六
一

器
名　

作
册
般

（
作
册
般
銅

）

時
代　

商
晩
期

出
土不

明
。

收
藏中

國
國
家
博
物
館

著
錄拓

本
・
カ
ラ
ー
寫
眞
・
X
線
畫
像
の
初
出
は
『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年

第
一
期

鐘
柏
生
・
陳
昭
容
・
黃
銘
崇
・
袁
國
華
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
匯

編
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
、
以
下
新
收
と
略
）1553

劉
雨
・
嚴
志
斌
編
『
近
出
殷
周
金
文
集
札
二
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）

967

考
釋

①
李
學
勤
「
作
册
般
銅

考
釋
」（『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
一
期
）

②
朱
鳳
瀚
「
作
册
般

探
析
」（『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
一
期
）

③
王
冠
英
「
作
册
般
銅

三
考
」（『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
一
期
）

④
裘
錫
圭
「
商
銅

銘
補
釋
」（『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
六
期
）

⑤
袁
俊
傑「
作
册
般
銅

所
記
史
事
的
性
質
」（『
華
夏
考
古
』二
〇
〇
六
年
第
四
期
）

⑥
袁
俊
傑
「
作
册
般
銅

銘
文
新
釋
補
論
」（『
中
華
文
物
』
二
〇
一
一
年
第
一
期
）

⑦  

宋
鎭
豪
「
從
新
出
甲
骨
金
文
考
述
晩
商
射
禮
」（『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
六

年
第
一
期
）

⑧  

晁
福
林
「
作
册
般

與
商
代
厭
勝
」（『
中
國
芬
史
文
物
』
二
〇
〇
七
年
第
六
期
）

參
考
文
獻

⑨
裘
錫
圭
「
釋
〝

〞
」（『
古
文
字
然
究
』
第
三
輯
、
一
九
八
〇
年
）

⑩
宋
鎭
豪
『
商
代
社
會
生
活
與
禮
俗
』
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年

⑪  

劉
桓
「
釋
甲
骨
文
姐
字

―
兼
存
〝
王
姐
于
（
某
地
）〞
卜
辭
的
性
質
」（
劉
桓

『
甲
骨
集
史
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

金
文
通
解

作
册
般

丸　
　

山　
　

啓　
　

樹



作
册
般

六
二

器
制頭

と
足
を
伸
ば
し
た

（
ス
ッ
ポ
ン
）

の
頸
部
右
側
部
に
一
本
、
背
に
三
本
の
矢

が
刺
さ
っ
た
形
を
し
て
い
る
。

頭
か
ら
尾
ま
で21.4cm

、最
も
寛
い
幅

16cm

、全
高10cm
、重
量1605.5g

。

銘
文

の
甲
の
矢
の
閒
に
銘
文
が
あ
り
、
四
行
、
三
二
字
、
合
文
、
重
文
無
し
（
合

文
が
一
字
、
全
三
三
字
）。
一
行
七
〜
一
〇
字
。

丙
申
、
王
胖
於

、
隻
（
獲
）。

王
射
、
般
射
三
、
率
亡
（
無
）
除
（ 

廢
）
矢
。

王
令
（
命
）
説
（
寢
）
馗
兄
（

）
於
乍
（
作
）
册

般
曰
奏
於
庸
乍
（
作
）
女
（
汝
）
寶
。

丙
申
、
王
胖
於

、
隻
。

「
丙
申
」
は
日
付
。

器
影
ａ

器
影
ａ　
X
線
畫
像
（
上
）
と
器
影
（
下
）
中
國
歷
史
文
物
二
〇
〇
五
年
第
一
期
よ
り
引
用

拓
本　

新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
匯
編1553

よ
り
引
用
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第
二
號

六
三

第
四
字
は
甲
骨
文
に
習
見
さ
れ
る
が
、
隷
定
も
字
釋
も
一
定
し
て
い
な
い
。

①
李
學
勤
は
「
辵
」
に
從
い
「
戈
」
聲
の
「

」
と
隸
定
し
、「
過
」
の
假
借

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
楊
樹
達
の

公
平
侯
鼎
（『
殷
周
金
文
集
成
』（
以
下
、

集
成
と
略
）2771

）
の
解
釋
に
從
い
「
至
」
と
訓
ん
で
い
る
。
③
王
冠
英
は
こ
れ

に
從
い
、
意
味
は
「
巡
視
」「
巡
察
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
字
に
つ
い
て
は
⑨
裘
錫
圭
「
釋
〝

〞
」
が
詳
細
に
檢
討
し
て
い
る
の
で
、

以
下
に
要
約
す
る
。

・
甲
骨
文
に
「
湧
」「

」「

」
に
從
う
字
が
あ
る
。
古
代
は
戈
・
戟
・
矛

等
の
武
器
の
柄
を

と
い
い
、こ
の
字
は
こ
の

の
象
形
初
文
で
あ
る
。「
木
」

に
從
い
「
必
」
聲
。
金
文
に
「

」
字
は
な
く
、「
必
」
は
「

」「「

」

の
形
に
作
る
。
金
文
・
小
篆
の
「
戈
」
は
「

」「

」
等
の
形
に
作
り
、

橫
畫
を
除
け
ば
金
文
の

の
從
う
「

」「

」
と
同
形
で
、
そ
の
部
分
は

武
器
の

に
あ
た
る
。

・
金
文
や
秦
漢
篆
文
の
「
弋
」
と
「
必
」
は
明
確
に
區
別
が
あ
り
、「
必
」

が
「
弋
」
に
從
う
と
い
う
存
は
疑
問
が
あ
る
。

・「
湧
」「

」「

」
は
第
一
・
第
二
期
甲
骨
に
見
え
、
同
時
期
の
「
戈
」

は
「
桃
」
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
篆
文
と
同
じ
よ
う
に
橫
畫
を
除
け
ば
「
湧
」

の
よ
う
に
な
り
、
必
の
象
形
初
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
第
一
期
卜
辭
の
「
湧
」
の
う
ち
、
動
詞
と
し
て
用
い
る
も
の
は
毖
と
す
る

べ
き
で
あ
る
。
意
味
は
『
存
文
』
に
「
毖
、
愼
也
。
從
比
必
聲
。」【
毖
は
、

愼
な
り
。
比
に
從
ひ
必
聲
】『
廣
雅
』
釋
古
四
に
「
必
、
勅
也
。」【
必
は
、

勅
な
り
】、
王
念
孫
『
廣
雅
疏
證
』
の
「
必
當
為
毖
。『
酒
誥
』『
厥
誥
毖
庶

邦
庶
士
』、『
汝
劼
毖
殷
獻
臣
』、『
汝
典
听
朕
毖
』、
皆
戒
勅
之
意
也
。」【
必

は
當
に
毖
と
為
す
べ
し
。『
酒
誥
』「
厥
れ
庶
邦
庶
士
に
誥
毖
す
」「
汝
殷
の

獻
民
を
毖
す
る
に
劼
め
よ
」「
汝
朕
が
毖
を
典
聽
せ
よ
」
は
み
な
戒
勅
の
意

な
り
。】
と
あ
る
よ
う
に
、
卜
辭
に
毖
某
と
い
う
の
は
某
地
の
人
を
勅
戒
鎭

撫
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
第
五
期
の
「
胖
」
は
お
お
む
ね
「
毖
」
と
讀
む
。
何
か
に
勅
戒
を
加
え
て

鎭
撫
す
る
と
き
、往
々
に
し
て
そ
の
地
へ
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。『
書
經
』

洛
誥
の
「
伻
來
毖
殷
（
伻
來
し
て
殷
に
毖
す
）」
は
こ
れ
で
あ
る
。「
胖
」
が

行
走
を
意
味
す
る
「
辵
」
に
從
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

・
田
遊
卜
辭
と
比
べ
る
と
、田
遊
卜
辭
で
は
前
に
「
田
」、後
に
「
往
來
無
災
」

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
胖
を
貞
う
卜
辭
に
も
「
往
來
無
災
」
が
あ
り

胖
と
田
は
同
じ
行
為
と
は
出
來
ず
、
だ
か
ら
胖
と
田
獵
も
別
の
行
為
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
卜
辭
の
例
か
ら
胖
は
か
な
り
遠
方
ま
で
多
く
の
時
閒
を
費
や
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

④
裘
錫
圭
、②
朱
鳳
瀚
は
こ
の
存
に
從
い
、「
辵
」
に
從
い
「
必
」
聲
に
從
う
「
胖
」

と
隷
定
す
る
。
こ
の
字
は
現
在
で
は
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
②
朱
鳳
瀚
は
卜
辭

の
用
例
か
ら
「
王
胖
於

」
は
王
が

に
出
か
け
て
出
發
點
に
関
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

⑧
晁
福
林
は
「
弋
」
に
從
い
「
辶
」
に
從
う
「
姐
」
と
隸
定
し
、
弋
射
で
あ
る

と
す
る
。
⑥
袁
俊
傑
も
こ
れ
に
從
う
。

「
弋
」
字
に
つ
い
て
は
⑪
劉
桓
「
釋
甲
骨
文
姐
字

―
兼
存
〝
王
姐
于
（
某

地
）〞
卜
辭
的
性
質
」
で
詳
し
く
檢
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、「
王
姐
于
（
某
地
）」

の
意
味
を
卜
辭
で
同
版
に
「
王
田
（
某
地
）」
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
田
獵
を

專
門
と
す
る
行
為
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。



作
册
般

六
四

字
形
か
ら
判
斷
す
る
と
、「
辵
」
に
從
い
「
必
」
聲
に
從
っ
て
い
る
の
で
、
④

裘
錫
圭
の
隷
定
に
從
う
の
が
妥
當
で
あ
る
。（
な
お
、
こ
の
字
に
つ
い
て
は
本
號

揭
載
の
齋
藤
加
奈
氏
に
よ
る
字
説
「
釋
胖
」
も
參
照
。）

第
六
字
を
③
王
冠
英
は
甲
骨
文
か
ら
殷
墟
近
く
を
流
れ
る

水
を
指
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。

水
は
今
の

河
で
あ
る
。
た
だ
、
①
李
學
勤
は
甲
骨
文
に
多
く

の
田
獵
の
地
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
「

」
は
田
獵
地
に
は
見
あ
た
ら
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。
⑥
袁
俊
傑
は
こ
れ
に
つ
い
て
田
獵
の
地
は
商
都
近
く
に
は
無

か
っ
た
と
斷
定
し
、
も
し
こ
れ
が
射
禮
を
擧
行
し
た
地
で
あ
る
な
ら
ば
存
明
が
付

く
と
述
べ
る
。
ま
た
『
毛
詩
』
演
風
「
將
琲
將
翔
、
弋
鳧
與
雁
」【
將
に
琲
し
將

に
翔
し
、
鳧
と
雁
と
を
弋
す
】
と
靜
簋
（
集
成4273

）
の
「
射
於
大
池
」【
大
池

に
射
す
】、
麥
方
尊
（
集
成6015

）
の
「
在
辟
雍
…
…
王
射
大

禽
」【
辟
雍
に

在
り
…
…
王
大

禽
を
射
す
】
な
ど
か
ら
射
禮
が
水
邊
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
と
し
て
い
る
。

末
尾
の
字
「
隻
」
は
「
獲
」
の
初
文
で
あ
る
。
①
李
學
勤
、
②
朱
鳳
瀚
は
い
ず

れ
も

を
獲
得
し
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

王
射
、
般
射
三
、
率
亡
（
無
）

（
廢
）
矢
。

第
二
字
を
②
朱
鳳
瀚
は
「
一
」
と
「
射
」
の
合
文
で
あ
る
と
し
て
「
王
一
射
」

と
訓
み
、
こ
の
行
を
一
〇
字
で
あ
る
と
し
て
全
文
の
字
數
を
三
三
字
と
す
る
。
し

か
し
、
②
朱
鳳
瀚
以
外
は
「
王
射
」
と
し
て
い
る
。

⑥
袁
俊
傑
は
そ
の
直
後
の
「
射
三
」
の
例
か
ら
文
法
の
一
貫
性
を
考
え
る
と
射

の
次
に
數
を
入
れ
「
王
射
一
」
と
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
三
三
字
存
は
存

得
力
を
缺
く
と
指
摘
し
て
い
る
。「
王
射
」
の
句
は
麥
方
尊
（
集
成6015

）、
令

鼎
（
集
成2803

）
な
ど
金
文
の
射
禮
文
辭
に
見
え
る
。
ま
た
靜
簋
、
長

（
集

成9455

）
な
ど
の
金
文
の
射
禮
文
辭
と
も
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
字
を
①
李
學
勤
は
「
莅
」
と
隷
定
し
「
贊
」
と
訓
ん
で
「
助
」「
佐
」
の

意
で
あ
る
と
す
る
。

②
朱
鳳
瀚
は
「
歹
」
に
從
い
「
醜
」
聲
の
「

」
と
隷
定
し
、
本
銘
文
中
は
「

」

の
假
借
で
あ
り
、「
再
」「
又
」
の
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

③
王
冠
英
は
こ
れ
を
「
般
」
と
隷
定
し
、
作
器
者
で
あ
る
作
册
般
を
指
し
て
い

る
と
い
う
。

⑥
袁
俊
傑
は
史
官
で
あ
る
作
册
般
が
田
獵
に
同
行
し
て
弓
を
射
る
と
い
う
點
は

不
自
然
で
あ
る
と
指
摘
し
、
ま
た
①
李
學
勤
と
と
も
に
、
そ
も
そ
も
王
以
外
の
人

閒
が
射
た
の
で
は
「
王
の
百
發
百
中
の
神
威
を
顯
示
す
る
」
と
い
う
目
的
と
矛
盾

し
て
し
ま
う
と
い
う
。

第
五
字
は
多
く
が
「
三
」
と
釋
す
が
、
③
王
冠
英
は
「
射
」
字
の
下
に
讀
點
を

加
え
、「
射
三
」
は
ま
た
「
三
射
」
の
合
文
で
あ
る
と
す
る
。

⑥
袁
俊
傑
は
拓
本
や
X
線
畫
像
な
ど
を
比
較
す
る
と
、
四
條
の
橫
線
が
あ
る
と

し
て
「
四
」
字
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。「
射
四
」
で
あ
れ
、「
王
射
般
射
三
」

で
あ
れ
、
合
計
で
は
四
本
の
矢
を
射
て
お
り
、
銅

の
上
の
矢
の
數
や
『
儀
禮
』

の
三
番
射
の
毎
番
み
な
四
本
の
矢
を
射
る
と
い
う
の
と
一
致
す
る
と
し
て
い
る
。

第
六
字
に
つ
い
て
①
李
學
勤
は
「
稼
」
と
隸
定
し
て
「
率
」
と
通
じ
る
と
し
て

い
る
が
、
②
朱
鳳
瀚
・
③
王
冠
英
・
④
裘
錫
圭
・
⑦
宋
鎭
豪
は
い
ず
れ
も
「
率
」

と
隷
定
し
て
い
る
。

①
李
學
勤
は
、「
率
」
を
上
と
連
ね
て
「
三
率
」
と
讀
み
、『
毛
詩
』
大
雅
・
生
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六
五

民
之
什
の
演
箋
に
「
循
也
。（
循
な
り
。）」
と
い
い
、「
贊
射
」
は
「
王
射
」
に
接

續
す
る
の
で
「
三
循
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。

「
無
廢
矢
」
は
柞
伯
簋
（
新
收76

）
の
銘
文
「
柞
伯
十
稱
弓
、
無

（
廢
）
矢
」

【
柞
伯
十
た
び
弓
を
稱
げ
、
廢
矢
無
し
】
と
同
じ
で
、『
春
秋
左
氏
傳
』
定
公
三
年

の
注
「
廢
墜
也
」【
廢
は
墜
つ
る
な
り
】
か
ら
「
目
標
に
中
ら
な
か
っ
た
矢
は
な
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。ま
た
射
ら
れ
た
も
の
は

水
の

で
あ
る
と
い
う
。

②
朱
鳳
瀚
は
、『
漢
書
』
宣
帝
紀
「
率
常
在
下
杜
」【
率
そ
常
に
下
杜
に
在
り
】

の
顏
師
古
注
に
「
率
者
、
總
計
之
言
也
」【
率
は
、
總
計
の
言
な
り
】
と
い
い
、

朱
駿
聲
『
存
文
通
訓
定
聲
』
に
「
按
、猶
均
也
」【
按
ず
る
に
、着
ほ
均
の
ご
と
し
】、

『
爾
雅
』
釋
詁
「
廢
、舍
也
」【
廢
は
、舍
な
り
】
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
率
亡
廢
矢
」

の
意
味
は
命
中
し
な
か
っ
た
矢
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と
い
う
事
で
あ
る
と
す
る
。

⑦
宋
鎭
豪
は
、「
率
」
の
後
に
點
を
加
え
て
「
率
、
亡
（
無
）

（
廢
）
矢
」

と
し
「
全
て
的
に
中
り
、廢
矢
は
無
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
だ
と
言
い
、ま
た
「
無

廢
矢
」
は
射
擊
の
優
秀
で
あ
る
事
の
贊
辭
で
射
禮
の
場
合
は
常
に
見
え
る
用
語
で

あ
る
と
述
べ
る
。

⑥
袁
俊
傑
は
、
②
朱
鳳
瀚
に
從
い
つ
つ
、
併
せ
て
「
亡
廢
矢
」
の
語
は
射
禮
と

田
獵
と
を
明
確
に
區
別
す
る
標
識
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

私
見
で
は
、「
射
三
」
の
上
の
字
と
四
行
第
一
字
を
比
較
す
る
と
、「
射
三
」
の

上
の
字
は
左
傍
の
「
舟
」
に
あ
た
る
部
分
の
上
下
が
缺
落
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、
三
行
目
以
降
の
記
述
を
考
慮
す
る
と
、
こ
こ
で
般
の
功
を
示
さ
な
け
れ
ば

後
で
記
さ
れ
た
般
が
寶
と
す
る
理
由
が
解
ら
な
く
な
る
。
よ
っ
て
こ
の
字
は
作
器

者
で
あ
る
作
册
般
を
指
す
「
般
」
と
隷
定
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
①

李
學
勤
の
率
の
解
釋
は
採
ら
な
い
。

中
ら
な
い
も
の
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
四
本
し
か
射
し
て
い
な
い
。

王
令
（
命
）
説
（
寢
）
馗
兄
（

）
於
乍
（
作
）
册
般
、

王
が
寢
馗
に
命
令
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
寢
は
王
の
正
寢
を
掌
る
官
職
の

名
で
あ
る
。
寢
を
稱
す
る
人
物
は
寢
魚
鮎
（
新
收141

）
や

（
集
成3941

）

な
ど
に
見
え
る
。

第
五
字
は
①
李
學
勤
、
②
朱
鳳
瀚
、
③
王
冠
英
、
⑦
宋
鎭
豪
は
み
な
「
兄
」
と

隸
定
し
「

」
と
訓
み
、
賞
賜
・
贈
與
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

④
裘
錫
圭
は
「
告
」
に
近
い
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
⑥
袁
俊
傑
の

指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
後
に
王
は
寢
馗
に
作
册
般
へ

を
賜
う
よ
う
命
じ
、
そ
し

て
作
册
般
は
王
意
を
承
け
て
本
器
を
作
っ
た
の
で
、
こ
の
字
は
「

」
と
す
る
の

が
妥
當
で
あ
る
。

第
七
字
「
乍
」
と
第
八
字
「
册
」
は
次
行
第
一
字
「
般
」
に
連
な
り
作
器
者
「
作

册
般
」
と
な
る
。
作
册
は
官
名
で
、
史
官
で
あ
る
。
作
册
般
な
る
人
物
は
他
に
作

册
般
鼎
（
集
成2711

）、
作
册
般

（
集
成944

）
に
見
え
る
。

曰
、
奏
於
庸
、
乍
（
作
）
女
（
汝
）
寶
。

王
が
作
册
般
に
命
じ
た
內
容
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
文
言
に
つ
い
て
は
諸
家
の
字
釋
、
句
讀
、
釋
意
と
も
に
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。

①
李
學
勤
、
③
王
冠
英
は
「
奏
於
庸
。
乍
（
作
）
母
寶
。」
と
斷
句
す
る
。



作
册
般

六
六

①
李
學
勤
は
「
奏
於
庸
」
は
商
王
が
寢
馗
に
命
じ
て
作
册
般
に

を
賜
わ
ら
せ

た
と
き
に
傳
達
さ
せ
た
指
示
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
寢
馗
へ
の
命
令
と
作
册
般

に
命
じ
た
の
は
同
時
で
、
一
つ
の
出
來
事
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、「
奏
於
庸
」

の
「
於
」
は
「

」、「
庸
」
は
「
鏞
」
を
指
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
樂
器

を
用
い
た
記
念
の
音
樂
を
作
ら
せ
演
奏
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。

③
王
冠
英
は
『
爾
雅
』
釋
樂
の
「
大
鐘
謂
之
鏞
」【
大
鐘
こ
れ
を
鏞
と
謂
ふ
】、

甲
骨
文
の
「
奏
庸
」
を
「
奏
鏞
」
と
訓
む
こ
と
か
ら
「
奏
於
鏞
」
と
訓
み
、
鏞
を

奏
で
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
大
體
の
意
味
は
大

を
捕
獲
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
作
册
般
に
鏞
を
用
い
る
音
樂
を
作
ら
せ
て
演
奏
さ
せ
、
王
の
神
武
と
權

威
を
顯
示
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
。『
詩
經
』
商
頌
な
ど
に
音
樂

を
創
作
し
て
事
や
人
の
記
念
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
が
一

個
の
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。

②
朱
鳳
瀚
は
「
曰
、
奏
於
庸
、
作
女
（
汝
）
寶
」
と
斷
句
し
て
、「
曰
」
以
下

を
王
が
作
册
般
に
直
接
話
し
た
內
容
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
寢
馗
に
賜
わ
ら

せ
た
の
と
作
册
般
に
命
じ
た
の
は
別
個
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
奏
於
庸
」

に
つ
い
て
は
「
庸
」
を
『
周
禮
』
春
官
の
「
典
庸
器
」
の
「
庸
器
」
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
單
に
「
庸
」
と
の
み
呼
ん
で
い
る
點
に
つ
い
て
は
東
周
以
降
の
彝
器
が

商
や
西
周
時
代
に
は
單
に
彝
と
呼
ば
れ
て
い
た
例
を
擧
げ
、
ま
た
「
奏
」
は
『
廣

雅
』
釋
詁
「
奏
、書
也
」【
奏
は
、書
な
り
】
を
引
き
、「
奏
於
庸
」
の
意
味
を
「
庸

器
に
銘
記
せ
よ
」
で
あ
る
と
い
う
。

⑦
宋
鎭
豪
は
王
が
寢
馗
に
命
じ
て
作
册
般
に
給
い
、
そ
の
こ
と
を
鏞
鐘
の
演
奏

で
譜
詠
さ
せ
た
と
い
う
意
味
だ
と
し
て
い
る
。
同
時
に
「
奏
於
庸
」
は
射
の
後
に

擧
行
さ
れ
た
享
禮
的
行
事
の
一
つ
だ
と
述
べ
て
い
る
。

第
五
字
に
つ
い
て
は
①
李
學
勤
、
③
王
冠
英
は
「
母
」
と
釋
し
、
母
親
に
獻
じ

て
寶
と
し
た
と
す
る
。
甲
骨
、
金
文
の
「
母
」「
女
」「
汝
」
等
の
字
は
類
似
し
て

お
り
、
殷
墟
卜
辭
で
は
「
母
」
と
讀
む
べ
き
が
專
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
代
の

本
銘
で
も
「
母
」
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
⑥
袁
俊
傑
は
「
奏
於
庸
」
は
史
官
で

あ
る
作
册
般
の
職
責
で
王
が
命
じ
る
の
は
理
解
出
來
る
が
、「
作
母
寶
」
で
は
作

册
般
の
一
族
の
事
柄
で
あ
り
、
王
が
命
じ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
疑
問
を

提
示
し
て
い
る
。

⑦
宋
鎭
豪
は
こ
の
意
味
の
不
明
瞭
さ
に
觸
れ
、こ
の
字
を
「
女
」
と
解
し
「
汝
」

と
讀
む
の
が
妥
當
で
あ
る
と
す
る
。

「
作
汝
寶
」
は
「
奏
於
庸
」
を
承
け
て
言
わ
れ
、
意
味
は
「
王
が
作
册
般
に
こ

の
こ
と
を
銘
記
し
た
庸
器
を
作
成
さ
せ
た
後
に
其
れ
を
囑
し
て
之
を
永
く
寶
と
す

る
よ
う
命
じ
た
」
と
す
れ
ば
通
る
。
こ
の
存
は
銘
文
の
趣
旨
と
銅

の
造
形
に
符

合
し
て
い
る
。

訓
讀丙

申
、
王　

に
胖
し
、
獲
る
。
王
射
す
。
般
射
す
る
こ
と
三
た
び
。 

率
そ

廢
矢
亡
し
。
王　

寢
馗
に
命
じ
作
册
般
に

ふ
。
曰
く
、
庸
に
奏
（
書
）
し
、
汝

の
寶
と
作
せ
と
。

現
代
語
譯

丙
申
の
日
に
王
は

水
に
出
か
け
て
、
獲
物
を
得
た
。
王
が
一
度
射
し
、
般
が
三

度
射
し
た
。
無
駄
に
な
っ
た
矢
は
全
く
な
か
っ
た
。
王
は
寢
馗
に
命
じ
て
作
册
般
に

（

を
）
賜
わ
っ
た
。
そ
し
て
言
っ
た
。「
庸
器
に
銘
記
し
て
お
前
の
寶
と
せ
よ
」
と
。
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